
・相談支援センターにおいて、様々な障がいに係る相
談について初期相談の対応を行います
・相談支援センターの職員間で情報共有や連携を図
り、どの相談員に相談しても同様の相談支援が受けら
れる体制を整えます
・丁寧な対応を図り、関係機関との連携や引継ぎをし
ていきます

専門的な相
談支援

社会福祉士や精神保健福
祉士等による、専門的支
援を多く必要とするケー
スの対応

相談支援事業所への助言

・より質の高い相談支援をおこなえるように各種研修
会等に参加し質の向上を図ります
・医療・保健・福祉・教育等関係機関と連携し、専門
的な支援を行います
・地域の相談事業所等への助言や指導等のサポートを
行います（②項目と共通での実施）
・地域生活支援拠点事業におけるコーディネーターの
役割を担います

事業実績

目的 取組み

地域の相談
支援事業者
などに対す
る専門的指
導・助言及
び人材育成

困難事例への対応や、相
談支援事業所への助言等
による後方支援

人材育成の支援による、
地域における相談支援の
質の向上

・計画相談事業所連絡会を活用し、計画相談事業所が
基幹に相談しやすい体制作りを行う
・計画モニタリング評価を実施し計画相談の点検や評
価を行い計画相談へのスーパーバイズや指定特定相談
支援事業所への事業所訪問などにより、質の高いサー
ビス提供に繋げます
・計画相談事業所連絡会から地域課題の抽出を行い自
立支援協議会への提起を行います
・県実施の研修会への協力及び地域事業所への情報提
供を行います
・研修会などを実施してスキルアップに努めます
・地域の事業所等に計画相談支援事業に参画してもら
うよう働きかけを行います

地域の相談
機関との連
携強化

各関係機関等との連携に
よる、地域における相談
支援体制の充実

・地域の相談機関（行政機関、民生児童委員、社協、
療育、医療、就労支援、県専門機関等)と連携し、地
域で相談支援が必要な障がい者等の把握と早期支援を
行います
・個別避難計画作成を推進していくために、市町関係
機関と連携し、計画相談事業所への支援体制作りを行
う

令和６年度　中央市・昭和町障がい者相談支援センター　事業実施報告書

理　念
中央市・昭和町における障がいがある方やご家族が、
地域で安心して充実した生活が送れるようにする

基幹相談支援センターの役割

①

総

合

的

・

専

門

的

な

相

談

支

援

の

実

施

目的 取組み

総合的な相
談支援

利用者の利便性の向上を
図る為、総合相談として
の一本化したワンストッ
プ体制の構築

・多様な相談へ対応できる体制配慮及び質の向上に努めた。各連携機関との支援
に向けて情報共有機会を図ることもできた。
・地域生活支援拠点事業について、中央市今年度新規９名合計１４名、昭和町新
規３名合計６名の登録となり、事業周知及び市町と登録者の緊急時対応について
状況確認と対応検討をおこなった。
・令和７年度重層的支援体制整備事業本格実施にむけ、中央市福祉課とともに、
支援体制構築のための会議に参加。実施に向けての取組みに携わった。

②

地

域

の

相

談

支

援

体

制

の

強

化

の

取

り

組

み



事業実績

④

権

利

擁

護

・

虐

待

の

防

止

目的 取組み

権利擁護・
差別解消

障がい者差別などの不利
益な取扱いについての対
応

・市町と共に権利擁護・差別解消への取り組みを実施
します
・権利擁護・差別解消・虐待について広報やイベント
等で住民へ制度の周知や相談窓口の周知を行います
・本人、家族、事務所等へ啓発活動を行います
・市、町と合同で事例検討をし研鑽を行います。

虐待に関わ
る相談・支

援
虐待防止

成年後見制
度利用支援

③

地

域

移

行

・

地

域

定

着

の

促

進

の

取

り

組

み

目的 取組み

地域生活を
支えるため
の体制整備
に係るコー
ディネート

地域生活支援体制の整備

地域移行・地域定着の推
進

・施設入所者への訪問と現況確認を行い、支援機関と
地域移行の検討を行います
・精神科病院と連携し、現状確認及び地域移行希望把
握を行い、退院支援に繋げます
・協議会（包括ケア部会）の意見も含め、地域移行・
地域定着の推進に繋げます

事業実績

・施設入所利用者の更新時に現況確認及び情報提供を実施したが(中央市3件、昭
和町１件）地域移行の話に至らない状況であった。
・７月にオンライン及び精神科病院訪問を実施。入院状況や外来対応状況を再度
確認した。退院支援に関する情報共有より退院支援に繋がっている方もあり。入
院患者の高齢化にともない、今年度は市町包括支援センターにも参加いただき高
齢精神患者支援の必要性を共有できた。
・包括ケア部会へ今後病院訪問で得られた情報を提示して地域移行支援・地域定
着支援の後押しにしていく動きを進めていく。

成年後見制度利用に関す
る理解と活用

・成年後見制度利用促進を図るため情報提供や相談支
援を行います
・社協と連携して周知活動や促進を図ります

・基幹及び相談事業所主任相談支援専門員を中心に計画相談事業所連絡会の運
営、計画相談事業所訪問を通じて基幹センター、主任相談支援専門員への相談シ
ステム作りが図れた。連絡会から協議会への課題提起が図れた。
・モニタリング評価会は当初の予定での実施できず。対応を検討して次年度に活
かしていく。
・県主催の研修等について人材育成や情報収集の視点から積極的に参画し地域事
業所へのフィードバックに務めた。
・相談事業所開設においての働きかけはしているが思うような成果は得られな
かった。
・中央市昭和町における相談支援体制について協議会と連動して基盤整備の検討
をおこなうことができた。
・市町と協働にて個別避難計画についての情報提供に務めた。

事業実績

・中央市虐待通報＝２件（コアメンバーとして支援会議へ参加。擁護者虐待通報
にて事実確認をおこなう中で家族支援の必要性を感じた）
・昭和町虐待通報＝１件（コアメンバーとして支援会議へ参加。擁護者虐待通報
にて本人・家族支援について検討）
・差別に関する相談＝中央市0件昭和町０件
・差別解消地域協力員研修への参加。
・中央市において中核機関における検討会への参加協力。

②

地

域

の

相

談

支

援

体

制

の

強

化

の

取

り

組

み



・市町の広報・HP、各種イベント等を活用して「穂
のか」の周知等を行います
・「穂のか通信」を発行して地域の障がいに関する情
報や協議会・交流会等を発信します
・市町職員研修の中に、「障害がある方とのかかわり
方」等の講義を行い、職員に穂のかの役割について理
解を図る

事業実績

・共生社会の実現を目指すため、障がい理解促進の普
及に向けた取り組みを行います
・身近な形で市民・町民に理解普及するため、地区単
位ごとでの教室等を開催を検討します
・民生委員等に向けた研修を行い、障がい理解促進普
及に取り組む

事業実績

⑥

情

報

発

信

に

向

け

た

取

り

組

み

目的 取組み

情報発信・共

有

障がいに関する基幹セン
ターの役割や活動状況に
ついての普及啓発

⑤

地

域

づ

く

り

に

向

け

た

取

り

組

み

目的 取組み

地域自立支
援協議会の
運営

地域における障がい福祉
を取り巻く課題について
の協議及び解決

相談支援体制の強化

・自立支援協議会の市町と共に運営を行います
・相談支援の中から地域課題を抽出提起し協議します
・各障がい者団体の会議等に参加して、当事者やその
家族が抱える地域課題を抽出提起します

社会的障壁
除去への取
組み

地域における共生社会の
実現

・市町HP内の穂のか及び通信8月（17号）3月（18号）を発行にてセンター事
業、地域自立支援協議会、れんげ会、事業所、相談に関する内容等を発信した。
・中央市ふるさと祭り及び昭和町ふるさとふれあい祭りにおいて、穂のかの周
知・権利擁護・虐待の防止等啓発

・協議会3回実施（6月27日・10月4日・2月14日）
・連絡調整会議３回実施（6月6日・9月11日・1月23日）
・事業所部会4回実施（5月28日・9月18日・12月11日・1月22日）
・中央市地域部会3回実施（6月12日・8月27日・1月22日）
・昭和町地域部会3回実施（5月24日・8月30日・１月10日）
・包括ケア部会3回実施(5月29日・8月28日・1月15日）
※昭和町地域部会主催で「障害者の特性についてもっと知ってもらいたい」を
テーマに「フジヤマコットントン」の上映会を開催し、151名の参加をいただ
き、共生社会について発信することが出来た。



事業実績

障がい者相談支援事業の役割

障

が

い

者

相

談

支

援

事

業

に

関

す

る

こ

と

具体的な内容 取組み

・福祉サービスの利用援助（情報提
供、相談等）
・社会資源を活用するための支援（各
種支援施策に関する助言・指導等）
・社会生活力を高めるための支援
・権利の擁護のために必要な援助
・専門機関の紹介　等

・障がい者、その家族、支援者等からのさまざまな相
談に対して必要な情報提供ができる体制を整えます
・各関係機関と連携を図りながら、相談内容に応じて
適切な専門機関へ繋げます

・ピアカウンセリング
・当事者交流会（れんげ会）をボランティア等活用
し、年２回実施します。

・市町との連携において各種支援対応をおこなうことが出来た。
・相談体制の整備として計画相談事業所連絡を通じて皆で支える体制づくりにつ
いて共有と展開を図ることが出来た。
・当事者交流会れんげ会は６月（みんなでご飯を作って食べませんか？）10名、
12月（軽スポーツ＆茶話会）15名の参加でボランティア協力の方もあり。参加
者からは多くの「参加して良かった」との評価にて、新たに実施した調理活動を
通じて日頃の生活状況なども共有することができた。昨年度よりも多くの方の参
加を頂くことができた。


